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受付日 令和 4年 1月 21日 回答日 令和 4年 2月 15日 担当課 連携のまちづくり推進課 

意見等 

の内容 

 街に活気がない。その象徴として、誰も載っていないバスが走っている。 

 下関市などで行っているシルバーパス（高齢者が低額の負担で市内のバス・電車乗り

放題となる制度）は、元手がかからず誰も損をしないので、益田市で実施されれば美都・

匹見の温泉に行く人が急増する。通院だけでも出費が多く困っている人が多いので、こ

ういう人が救われる。安心して免許証も返納できるし、町も活性化する。市議会議員に

聞いても、何もせずに実現は難しいというばかりである。 

 

回答の 

内容 

 ご案内の制度について下関市に問い合わせたところ、2カ月程度の期間限定で実施し

ており、市はその差額負担のために毎年度予算措置を行っているとのことです。 

（現実には元手はかかるということ） 

 益田市では、民間の路線バス事業者が行っている、免許証返納者を対象とした運賃半

額サービスの周知、要件に該当する高齢者・障がい者を対象としたタクシー助成等を行

うことで、市民の皆様が少しでも利用しやすい交通体系の構築を目指しています。ご提

案の事業を含め、高齢者への助成方法については、今後地域ニーズを把握しながら検討

していきます。 

 

 


